
セット内容

①下記の中で選択した商品

・金箔4号色断切５枚入×１

・真鍮箔４号色115ﾐﾘ10枚入×1

・純銀箔115ﾐﾘ10枚入×1

②あかうつし紙５枚入×１

③箔ピタ25ｇ入×１

④うすめ液１本×2

⑤箔箸×１

⑥接着剤用筆×１

⑦仕上げ用刷毛×１

⑧拭き取り紙×１

⑨手順書×１

・箔箸を使う場合

・あかうつし紙を使う場合

※④うすめ液　 火気厳禁

内容量50ml×２ 第１石油類　第二種有機溶剤等　危険等級Ⅱ

労働安全衛生法による表示

販売者：株式会社今井金箔 吸入すると中毒をおこすおそれがありますから、

〒920-0968 取扱いには下記の注意事項を守ってください

金沢市幸町７－３ １.取扱作業には、局所排気装置を設けてください

２.容器から出し入れするときは、こぼれない様にして下さい

製造者：株式会社　箕輪漆行 もしこぼれた場合には、砂等を散布したのち処理してください

〒950-0261 ３.取扱中には、できるだけ皮膚に触れない様にし、必要に応じ、

福井県越前市朽飯町11-25 有機がス用防毒マスク又は送気マスク、保護手袋等を着用してください

４.取扱後は手洗い及びうがいを十分行ってください

５.作業衣等に付着した場合は、その汚れをよく落としてください

６.一定の場所を定めて貯蔵してください

・飲み込むと有害のおそれ（経口）・皮膚刺激・重篤な目の損傷・アレルギー性皮膚

反応を起こすおそれ・生殖能または胎児への悪影響のおそれ・臓器（精巣、神経、腎、

肝）の障害長期または反復暴露による臓器（造血、精巣、呼吸器、腎）の障害・長期

または反復暴露による臓器（精巣、肝）の障害のおそれ・水生生物に毒性・長期的影響

により水生生物に毒性・引火性液体及び蒸気

危　険
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1.素材を使い分けましょう

箔・・・平面、曲面

切廻・・・凹凸のあるところや箔で貼り切れなかったところ

※食器など実際に口につけるものはご遠慮ください

※発泡スチロールなど貼れない素材もあります

2.下処理について

木や石、素焼きの陶器など接着剤を吸い込みやすいものは

接着剤を塗って乾かしておく下処理が必要です

※ものによっては吸い込みが抑えられるまで何回か下処理をしましょう

3.乾燥について

（通常） 接着剤を塗ったら２～３分乾かしたあと、

拭き取り紙で余分な接着剤をしっかりと拭き取り、一晩以上乾かしてください

（下処理） 接着剤を塗り、一晩以上乾かす工程を吸い込みが抑えられるまで繰り返して下さい

（コーティング前） 一晩以上乾かし、確認してからコーティングしてください

4.あると便利なもの

～箔を切る用～ ～接着剤液用～

●定規 ●お皿やタッパー

●カッター ●手袋

●カッターマット

～拭き取り用～

●綿棒

●ペーパータオル

～その他～

●新聞紙等

●マスキングテープ

事前にお読みください

前 後
前 後



手順動画→あかうつし紙を使った箔貼り手順

①箔を貼らない部分をマスキングする

②接着剤液をつくる

主剤に対しうすめ液5～10倍で薄める

③接着剤を塗り、2～3分乾かす

④乾かしている間に箔を準備する

１.厚紙や薄紙をはずして箔を取り出す

⑤拭き取り紙で余分な接着剤を

しっかりと拭き取る

2.あかうつし紙のつるつるした面を

金箔の上にのせます

3.あかうつし紙の上から手でしっかりと押さえる

4.あかうつし紙をめくると箔が移動している
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⑥箔がついた面を貼りたいところに

のせます

⑦あかうつし紙の上からしっかり

押さえる

⑧あかうつし紙をめくる

⑨仕上げ刷毛で表面を整える

⑩マスキングはずす

⑪竹串を使って金箔を削り、

イラストや文字を描いたりします

⑫細かな汚れはうすめ液でふき取れます

⑬お好みで保護スプレーで

表面コーティングする

完 成♪



手順動画→

※細かいところは綿棒を使って

しっかりと拭き取ると仕上がりが綺麗になります

箔箸を使った箔貼り手順

①箔を貼らない部分はマスキングする

③接着剤を塗って２～３分乾かす

④箔を使いやすい大きさに

カッターでcutしておく

⑥箔箸で切紙と箔の一辺をはさんでつかむ

⑦箔を貼りたい部分にそっとのせる

⑧箔の間にはさんであった薄い紙を使い

上からしっかり押さえる

⑩マスキングはずして完成

②接着剤液をつくる

主剤に対しうすめ液5～10倍で

⑨仕上げ刷毛で金箔を叩き込む

ようにして表面を整える

⑤拭き取り紙で余分な接着剤を

しっかりと拭き取る


